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共立女子職業学校教場図
『風俗画報』第193号（明治32年）所収

紺縮緬地流水牡丹風景模様振袖　明治時代、19世紀

鞍馬天狗図刺繍衝立　大正～昭和時代、20世紀

虎図刺繍衝立　大正～昭和時代、20世紀

刺繍実習（大正12年）

本
学
は
、
明
治
19
年
３
月
、「
共
立
女
子
職
業
学
校
」
と
し

て
、
本
郷
東
竹
町
の
渡
辺
辰
五
郎
の
裁
縫
私
塾
の
一
隅
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。
創
立
に
携
わ
っ
た
の
は
、
宮
川
保
全
、
鳩
山
春

子
、
永
井
久
一
郎
（
永
井
荷
風
の
父
）、
服
部
一
三
、
手
島
精

一
な
ど
34
名
。「
共
立
」
の
校
名
は
、
こ
の
人
々
に
よ
っ
て
共

同
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
以
後
歴
史
を
重
ね
、
昭
和

22
年
、
わ
が
国
の
新
し
い
教
育
制
度
が
施
行
さ
れ
る
に
伴
い
、

昭
和
24
年
４
月
、
新
制
大
学
の
「
共
立
女
子
大
学
」
と
し
て
再

ス
タ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
家
政
学
部
が
設
置
さ
れ
た
。
本
年

は
そ
の
60
周
年
に
当
た
る
。

明
治
時
代
は
万
国
博
覧
会
な
ど
に
お
い
て
日
本
の
刺
繍
が
賞

賛
を
得
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
本
学
に
お
い
て
も
こ
れ
が
女
子

教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
開
校
か
ら
２
年
後
の
明
治
21
年
、
生

徒
制
作
品
が
初
め
て
明
治
天
皇
に
ご
覧
に
入
れ
ら
れ
、
そ
の
天

覧
は
天
皇
御
在
世
中
22
回
に
も
及
び
、
そ
の
結
果
莫
大
な
下
賜

金
、
校
地
校
舎
ま
で
も
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
歴
史
を
持
っ
て
い

る
。
残
念
な
が
ら
創
立
時
か
ら
の
日
本
刺
繍
は
大
正
12
年
の
関

東
大
震
災
で
焼
失
し
た
が
、
そ
の
後
、
大
正
14
年
か
ら
第
二
次

世
界
大
戦
が
始
ま
る
昭
和
16
年
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
作
品
お
よ

び
教
育
資
料
は
、
幸
い
に
も
戦
火
を
逃
れ
、
保
管
さ
れ
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

女
性
の
社
会
進
出
が
叫
ば
れ
始
め
た
時
代
、
共
立
女
子
職
業

学
校
で
学
び
、
刺
繍
技
術
を
身
に
付
け
て
社
会
進
出
を
果
た
し

た
女
子
学
生
は
沢
山
い
た
と
思
わ
れ
る
。
本
展
示
で
は
家
政
学

部
60
周
年
を
記
念
し
て
、
共
立
女
子
職
業
学
校
時
代
以
来
、
本

学
の
女
子
教
育
の
一
端
を
担
っ
て
き
た
刺
繍
の
諸
作
品
の
他
、

そ
う
し
た
も
の
の
手
本
と
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
伝
統
的
な
刺
繍
作

品
も
併
せ
て
展
示
す
る
。


